
エネルギー起源CO2に関する

家庭部門の現在までの排出量
及び関連データについて

資料1-2
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1. CO2排出量の推移
(1)我が国の2001年度の部門別CO2排出量

<出典>温室効果ガス排出・吸収目録より算定

○ 家庭部門からのCO2排出量は、2001年度において全体のうち12.7％を占める。

○ 自家用車、一般廃棄物を含めると、家庭からの排出は約2割。残る8割は企業や公共部門からの排出。

○ 家庭部門からのCO2排出量は、2001年度において全体のうち12.7％を占める。

○ 自家用車、一般廃棄物を含めると、家庭からの排出は約2割。残る8割は企業や公共部門からの排出。

合計
12億1400万t
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<出典>温室効果ガス排出・吸収目録より算定

○ 2001年の家庭部門のエネルギー種別CO2排出量を見ると、電力の使用に伴うCO2排出が約6割を占める。

○ 1990年の排出量と比較すると、すべてのエネルギー種において排出量が増加傾向にある。

○ 2001年の家庭部門のエネルギー種別CO2排出量を見ると、電力の使用に伴うCO2排出が約6割を占める。

○ 1990年の排出量と比較すると、すべてのエネルギー種において排出量が増加傾向にある。

1. CO2排出量の推移
(2a)家庭部門概況(エネルギー種別、電気・熱配分後)

都市ガス 1,988万トン
+14.8%

電力 8,847 万トン
+23.3%

灯油 3,000万トン
+15.4%

LPG 1,576万トン
+12.9%

（1990年比）

家庭 +19.4%
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<出典>温室効果ガス排出・吸収目録より算定

○ 2001年の家庭部門のエネルギー種別CO2排出量を見ると、灯油の使用に伴うCO2排出が約半分を占める。

○ 1990年の排出量と比較すると、すべてのエネルギー種において排出量が増加傾向にある。

○ 2001年の家庭部門のエネルギー種別CO2排出量を見ると、灯油の使用に伴うCO2排出が約半分を占める。

○ 1990年の排出量と比較すると、すべてのエネルギー種において排出量が増加傾向にある。

1. CO2排出量の推移
(2b)家庭部門概況(エネルギー種別、電気・熱配分前)

（1990年比）

家庭 +14.6%
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<出典>温室効果ガス排出・吸収目録、エネルギー・経済統計要覧より算定

○ 2001年の家庭部門の用途別CO2排出量を見ると、動力・照明その他（冷蔵庫やテレビなど、エアコン
以外の家電一般を含む）の使用に伴うCO2排出が約半分を占める。

○ 1990年の排出量と比較すると、動力・照明その他、暖房、給湯の使用に伴う排出量が増加傾向にある一方、

厨房からの排出量は減少している。

○ 2001年の家庭部門の用途別CO2排出量を見ると、動力・照明その他（冷蔵庫やテレビなど、エアコン
以外の家電一般を含む）の使用に伴うCO2排出が約半分を占める。

○ 1990年の排出量と比較すると、動力・照明その他、暖房、給湯の使用に伴う排出量が増加傾向にある一方、

厨房からの排出量は減少している。

1. CO2排出量の推移
(3a)家庭部門概況(用途別)

給湯 3,454万トン
+12.6%

暖房 3,273万トン
+14.2%

冷房 396万トン
-13.0%

（1990年比）

家庭 +19.4%

動力・照明その他
7,398万トン

+33.5%
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<出典>温室効果ガス排出・吸収目録、エネルギー・経済統計要覧より算定

○ 気温の変動による影響が少ない給湯、厨房、動力・照明その他（冷蔵庫やテレビなど、エアコン以外の
家電一般を含む） からのCO2排出量の推移は以下のとおり。

○ 気温の変動による影響が少ない給湯、厨房、動力・照明その他（冷蔵庫やテレビなど、エアコン以外の
家電一般を含む） からのCO2排出量の推移は以下のとおり。

1. CO2排出量の推移
(3b)家庭部門概況(用途別、給湯、厨房、動力・照明その他)
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○ 暖房度日、冷房度日はそれぞれ冬と夏の気候の動向を示す指標として用いられる。

○ 暖房の使用に伴うCO2排出量の推移を見ると、暖房度日と概ね同様の傾向を示す。

○ 暖房度日、冷房度日はそれぞれ冬と夏の気候の動向を示す指標として用いられる。

○ 暖房の使用に伴うCO2排出量の推移を見ると、暖房度日と概ね同様の傾向を示す。

1. CO2排出量の推移
(4a)暖房度日と暖房の使用に伴うCO2排出量

註．暖房度日
14℃を下回る日の平均気温と

14℃との差を合計0
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<出典>温室効果ガス排出・吸収目録、エネルギー・経済統計要覧より算定
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○ 冷房の使用に伴うCO2排出量の推移を見ると、冷房度日と概ね同様の傾向を示す。○ 冷房の使用に伴うCO2排出量の推移を見ると、冷房度日と概ね同様の傾向を示す。

1. CO2排出量の推移
(4b)冷房度日と冷房の使用に伴うCO2排出量

註．冷房度日
24℃を超える日の平均気温と

22℃との差を合計0
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<出典>温室効果ガス排出・吸収目録、エネルギー・経済統計要覧より算定



9
<出典>温室効果ガス排出・吸収目録、エネルギー・経済統計要覧より算定

○ 暖房及び冷房からのCO2排出量は、それぞれの年の冬と夏の気候によって大きく左右される。

○ 気候による影響を除くため、CO2排出量の五年平均を用いて比較すると、冷房及び暖房からのCO2
排出量は増加傾向を示した。

○ 暖房及び冷房からのCO2排出量は、それぞれの年の冬と夏の気候によって大きく左右される。

○ 気候による影響を除くため、CO2排出量の五年平均を用いて比較すると、冷房及び暖房からのCO2
排出量は増加傾向を示した。

1. CO2排出量の推移
(4c)冷暖房からのCO2排出量の五年平均

（2001/1994年比）
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1. CO2排出量の推移
(5)一日の電力消費量の変動

＜出典＞平成15年度地域協議会温暖化対策モデル事業のデータ、資源エネルギー庁需給部会資料より
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○ 家庭における電力消費は、冷蔵庫のように24時間稼働する機器によるものと、生活パターンに合わせて

一定の時間帯のみ発生するものがある。

○ 冬季の1ヶ月間にわたる約300世帯の実態調査の結果では、家庭における電力消費のピークは朝と夜から

深夜にかけて生じた。

○ 一方、供給側における発電量は昼前後と17時頃にピークを示しており、発電量のピークは企業・事業

活動に起因すると考えられる。

○ 家庭における電力消費は、冷蔵庫のように24時間稼働する機器によるものと、生活パターンに合わせて

一定の時間帯のみ発生するものがある。

○ 冬季の1ヶ月間にわたる約300世帯の実態調査の結果では、家庭における電力消費のピークは朝と夜から

深夜にかけて生じた。

○ 一方、供給側における発電量は昼前後と17時頃にピークを示しており、発電量のピークは企業・事業

活動に起因すると考えられる。

家庭における
電力消費量（12月）
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<出典>電力需給の概要

○ 2001年度の家庭における機器別の消費電力量を見ると、エアコン、冷蔵庫、照明及びテレビの電力消費量
が全体の3/4を占める。

○ 2001年度の家庭における機器別の消費電力量を見ると、エアコン、冷蔵庫、照明及びテレビの電力消費量
が全体の3/4を占める。

1. CO2排出量の推移
(6)機器別電力消費量

温水洗浄便座
3.5%

衣類乾燥機
2.7%

電気カーペット
4.0%

食器洗い機
1.3%

その他動力
22.2%

照明
15.8%

テレビ
9.6%

エアコン(暖房)
13.9%

エアコン(冷房)
10.5%

冷蔵庫
16.5%
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<出典>環のくらし応援BOOK part・2

○ 従来型の住宅における熱損失の割合を見ると、開口部からの熱の流出がもっとも大きい。○ 従来型の住宅における熱損失の割合を見ると、開口部からの熱の流出がもっとも大きい。

1. CO2排出量の推移
(7)熱損失の割合

換気 16％

外壁 26％

床 11％

冬の暖房時の熱が
開口部から
流出する割合 38％

外へ逃げていく熱

屋根 9％

※家全体を100%としたときの各部位

からの熱損失量の割合

※第Ⅳ地域戸建住宅の昭和55年基準

レベルを想定
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<出典>エネルギー・経済統計要覧、総務省統計局資料

○ 人口・世帯数の推移を見ると、総人口は微増（+3.0％）で推移する一方、単独世帯の増加などにより、
世帯数は過去10年間においてほぼ一定のペースで増加し続けている。

○ 人口・世帯数の推移を見ると、総人口は微増（+3.0％）で推移する一方、単独世帯の増加などにより、
世帯数は過去10年間においてほぼ一定のペースで増加し続けている。

2. CO2排出量の増減要因
(1)世帯数の増加

人口（1990年）
12,361万人

人口（2001年）
12,729万人

世帯数（1990年）
4,180万世帯

世帯数（2001年）
4,864万世帯

人口 +3.0%

（1990年比）

世帯数 +16.4%



14
<出典>日本冷凍空調工業会、日本電機工業会、電子情報技術産業協会資料より

2. CO2排出量の増減要因
(2) 家電製品の出荷量の増加

（2001/1993年比）

エアコン 764万台
+49.8%

VTR 613万台
+36.7%

冷蔵庫 489万台
+18.4%

テレビ 963万台
+18.3%

○ 家電製品の国内出荷台数の推移を見ると、テレビと冷蔵庫が概ね横ばいに推移する一方、VTRは減少傾向

にある。

○ 1993年に比べると、主要家電製品の出荷台数は増加している。

○ 家電製品の国内出荷台数の推移を見ると、テレビと冷蔵庫が概ね横ばいに推移する一方、VTRは減少傾向

にある。

○ 1993年に比べると、主要家電製品の出荷台数は増加している。
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<出典>内閣府経済社会総合研究所

○ 一般世帯における主要家電製品の保有台数を見ると、一部のガス使用機器が減少しているものの、

全体的に横ばいまたは増加傾向にある。エアコン及びテレビについては一世帯あたり平均２台を超え、
さらに増加傾向を示す。

○ 単独世帯についても同様の傾向が見られる。

○ 一般世帯における主要家電製品の保有台数を見ると、一部のガス使用機器が減少しているものの、

全体的に横ばいまたは増加傾向にある。エアコン及びテレビについては一世帯あたり平均２台を超え、
さらに増加傾向を示す。

○ 単独世帯についても同様の傾向が見られる。

2. CO2排出量の増減要因
(3) 家電製品の世帯あたり保有台数の増加

エアコン +81.7%

パソコン +517.3%

VTR +38.9%

冷蔵庫 +4.5%

（1990年比）

一般世帯

テレビ +16.7%

衣類乾燥機 +44.7%

ガス瞬間湯沸器 -20.7%

温水洗浄便座 +269.4%
（1991年比）
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<出典>内閣府経済社会総合研究所

○ 一般世帯におけるカラーテレビのサイズ別保有台数を見ると、29インチ以上のテレビの保有台数の増加が

顕著であり、テレビの大型化が進んでいることを示している。

○ 冷蔵庫についても同様に大型化が進んでいると考えられる。

○ 一般世帯におけるカラーテレビのサイズ別保有台数を見ると、29インチ以上のテレビの保有台数の増加が

顕著であり、テレビの大型化が進んでいることを示している。

○ 冷蔵庫についても同様に大型化が進んでいると考えられる。

2. CO2排出量の増減要因
(4) 家電製品の大型化

29インチ未満 167台
-0.8%

（2002/1991年比）

一般世帯
29インチ以上 71台

+99.7%
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○ トップランナー基準が設定されているエアコン、テレビ、冷蔵庫では、フローにおける機器の電力消費量

が減少する傾向。

○ トップランナー基準が設定されているエアコン、テレビ、冷蔵庫では、フローにおける機器の電力消費量

が減少する傾向。

2. CO2排出量の増減要因
(5) 家電製品の省エネ化
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<出典>資源エネルギー便覧
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<出典>千葉市における家電製品のアンケート結果（平成15年度）

○ 家電製品の平均年齢とは、現在保有している家電製品が使われてきた期間を示す数値であり、製品の

寿命や廃棄までの使用年数とは異なるものである。

○ 家庭における機器別の平均年齢は、エアコン、テレビ、冷蔵庫においてそれぞれ6.9年、 7.9年、8.1年と
いう調査結果がある（サンプル数：約600世帯）。

○ 家電製品の平均年齢とは、現在保有している家電製品が使われてきた期間を示す数値であり、製品の

寿命や廃棄までの使用年数とは異なるものである。

○ 家庭における機器別の平均年齢は、エアコン、テレビ、冷蔵庫においてそれぞれ6.9年、 7.9年、8.1年と
いう調査結果がある（サンプル数：約600世帯）。

テレビ

エアコン
冷蔵庫

テレビ
7.9年

エアコン
6.9年

冷蔵庫
8.1年

（平均年齢）

2. CO2排出量の増減要因
(6) 家電製品の平均年齢
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○ 持ち家は70年代に比べ、80年代、90年代と若干の減少傾向がみられるものの、ほぼ均等に分布している。

○ アパートやマンションなどの民間借家（長屋＋共同）は80年代の割合が最も大きい。

○ 持ち家は70年代に比べ、80年代、90年代と若干の減少傾向がみられるものの、ほぼ均等に分布している。

○ アパートやマンションなどの民間借家（長屋＋共同）は80年代の割合が最も大きい。

2. CO2排出量の増減要因
(7)住宅ストックの推移(建築時期別)

<出典> 総務省
「住宅・土地統計調査」

旧基準導入

新基準導入

次世代基準導入
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持家 24,677,400戸（60.1%） 借家 16,369,500戸（39.9%）

（単位：戸）
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<出典>総務省 「住宅・土地統計調査」

○ 構造別の住宅ストックの推移によると、鉄骨・鉄筋コンクリートの住宅が1983年と比べて106.5％の

大幅な増加傾向にある。

○ 建て方別の推移を見ると、長屋が減少傾向にある一方、共同住宅は78.0％増と大きく伸びている。

○ 構造別の住宅ストックの推移によると、鉄骨・鉄筋コンクリートの住宅が1983年と比べて106.5％の

大幅な増加傾向にある。

○ 建て方別の推移を見ると、長屋が減少傾向にある一方、共同住宅は78.0％増と大きく伸びている。

2. CO2排出量の増減要因
(8)住宅ストックの推移(構造別、建て方別)

住宅ストック（構造別）の推移
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21CO2排出量を左右する主な要素

○ 住宅からのCO2は、直接は居住者の活動から排出されるが、その排出量は、機器の数量、大きさや性能、

使用時間のほか、冷暖房については住宅自体の断熱性能にも左右される。

○ 集合住宅や借家は、居住者と住宅の建築主が異なるため、住宅の断熱や住宅に組み込まれた機器は、

実際の居住者ではなく、建築主によって決定され、居住者には対策が取れない場合がある。

○ 住宅からのCO2は、直接は居住者の活動から排出されるが、その排出量は、機器の数量、大きさや性能、

使用時間のほか、冷暖房については住宅自体の断熱性能にも左右される。

○ 集合住宅や借家は、居住者と住宅の建築主が異なるため、住宅の断熱や住宅に組み込まれた機器は、

実際の居住者ではなく、建築主によって決定され、居住者には対策が取れない場合がある。

3. CO2の排出構造
○住宅におけるCO2排出主体・削減主体

冷暖房厨房 給湯 動力、家電機器一般

例）集合住宅のCO2排出量のイメージ

稼働時間（ライフスタイル）

機器の
効率

機器の
効率

機器の
効率

照明

機器の
効率

機器の
効率

住宅の断熱性能
居住者が決定

建築主が決定
メーカーの技術開発
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3. CO2排出の将来の動向
(1)人口・世帯数の将来予測

○ わが国の総人口は今後も緩やかに増加し、2006年にピークに達した後、長期の人口減少過程に入ると

予測される。

○ 一般世帯総数は、2015年まで増加した後、減少に転じる見込み。

○ わが国の総人口は今後も緩やかに増加し、2006年にピークに達した後、長期の人口減少過程に入ると

予測される。

○ 一般世帯総数は、2015年まで増加した後、減少に転じる見込み。

人口（2000年）
12,693万人

人口（2012年）
12,711万人

世帯数（2000年）
4,678万世帯

世帯数（2012年）
5,032万世帯

人口 +0.1%

（2012/2000年比）

世帯数 +7.6%

人口ピーク

<出典>国勢調査、人口問題研究所
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単独

3. CO2排出の将来の動向
(2)世帯構成の将来予測

単独 +20.0%

一人親と子 +25.7%

その他 -9.8%

（2012/2000年比）

全世帯 +7.6%

夫婦のみ +18.8%

夫婦と子 -6.6%

○ 一般世帯総数は、2015年まで増加した後、減少に転じる。

○ 世帯構成の推移を見ると、一人親と子の世帯、単独世帯、夫婦のみの世帯が増加する一方、夫婦と子の

世帯は減少する見込み。

○ 1990年では夫婦と子の世帯が、2012年では単独世帯が最も多い世帯類型になると予測される。

○ 一般世帯総数は、2015年まで増加した後、減少に転じる。

○ 世帯構成の推移を見ると、一人親と子の世帯、単独世帯、夫婦のみの世帯が増加する一方、夫婦と子の

世帯は減少する見込み。

○ 1990年では夫婦と子の世帯が、2012年では単独世帯が最も多い世帯類型になると予測される。
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<出典>人口問題研究所



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


